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ISO19100シリーズ・JIS X 7100シリーズと呼ばれる地理情報規格が
続々と策定されています。

一方平成19年8月から地理空間情報活用推進基本法が施行さ
れました。同法では、地理空間情報の整備や相互利用、流通が謳
われていますが、これらの規格は地理情報の相互利用や流通を中
立的な立場で促進する役割を果すことになります。

しかしながら、これらの標準規格は、シリーズで規格化されているため
全体像がつかめない、どの規格をどう活用すればよいか分からない、
文章そのものが難解など、取っ掛かりにくいことが問題でした。

本書は、このような問題を解決する、日本初おそらく世界でも初めて
の地理情報規格群の解説書です。そもそも地理情報のモデリングと
はどのように考えるのかという説明から、モデリングに必要となる技術
的な知識を核とし、モデル化された地理情報をどのように作成し、ど
のように利用するのかまでを解説します。 

本書の執筆者はこれまで、地理情報規格の策定のみならず、これ
らの規格を活用しながら地理情報のモデリングや、データ仕様作成
あるいはデータやシステム実装に携わってきました。 そのなかでは規
格の理解に苦しんだり、悩んだりしたことが多々ありました。
ここで得たノウハウを1冊にまとめたのが本書です。

地理情報規格への理解を深めたい方、そして地理情報整備・流通
に関する実務に携わる方は、ぜひご一読ください。


